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令和７年１２月２６日 

あそび名人 細江っ子ゲーム大会 
  １２月２６日（金）に、コミュニティ・スクール主催の

「あそび名人 細江っ子ゲーム大会」が行われました。

今回は、初の試みだったので、体育館会議室と南校舎

の児童クラブのお子さんを対象に行ってくださいまし

た。 

  ゲームは「ポットつり」「モルック」「輪投げ」「靴とば

し」の４種類でした。 

  コミュニティ・スクールの皆さんとボランティアの皆さ

んが、準備や運営をしてくださって、子どもたちはにっこ

にこで楽しんでいました。それを見て、わたしもにっこに

この笑顔になりました。 

  モルックは、木の棒をなげてピンを倒すというゲーム

です。初体験の子も多かったですが、ボランティアさん

から、やり方やコツを教えてもらって挑戦していました。

そして、いきなり全部のピンを倒してしまう子もいて、大よろこびでした。 

  ポットつりは、園芸用の苗ポットを裏返しにして、裏の穴にゼムクリップを通してつ

り上げます。小さな穴に、ゼムクリップを通すのは、至難の技です。私だったら、手が

プルプルしそうです。でも、子どもたちは、竿の持つ場所を変えたり、しゃがみこんだ

り、いろいろ工夫をして上手にポットをつり

上げていました。その柔軟さに、感動しちゃ

いました（笑） 

  

  約２時間の活動でしたが、終始子どもた

ちは笑顔いっぱいで活動していました。児

童クラブの先生も、CSD（コミュニティ・スクール・ディレクタ

ー）さんも、「今度は、あと二つの児童クラブ

の子も招待したいね」と言ってくれていまし

た。私も、子どもたちが、こんなによろこん

でくれるんだなって、うれしくなっちゃいまし

た。 

  冬休みの一日、子どもたち、ボランティア

さんたちの笑顔が体育館にあふれていて、

心がほんわかする時間でした。  

和顔愛語「和やかな顔と思いやりの言葉」で人に接すること 


